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論文内容の要旨

本論文は，一次変電所の事故時復旧処理を例とした再利用可能知識ベースの構築方法論に関する研究をまとめたも

のであり， 6 章によって構成されている。

第 1 章は序論であり，再利用可能知識ベースに関する本研究の目的と位置付けについて述べている。

第 2 章では，現在知識工学において極めて重要な研究課題として注目されている知識の再利用/共有の概要につい

て述べ，知識再利用とその必要性，知識再利用へのアプローチ及び知識再利用の形態などについて分析している。

第 3 章では，この論文の内容を理解するために不可欠な内容として，一次変電所及びその事故時復旧処理について

紹介し，さらに事故時復旧処理における再利用可能知識ベースの必要性について述べているo

第 4 章では，再利用可能知識ベースの構築方法論について述べるO まず，従来構築されてきたエキスパートシステ

ムについて考察を行ない，その知識が個別の変電所に固有となっていることを明らかにしている。続いて，再利用可

能知識ベースの構築方法論を提案し，その方法論の詳細について，一次変電所の事故時復旧処理の再利用可能知識ベー

スの構築過程を例にとって述べている O

第 5 章では，再利用可能知識ベースに基づく一次変電所の事故時復旧処理操作手順生成システムについて述べ，事

故により生じた異常を解消するための計画案を具体的な機器操作の操作票に展開するという操作手順生成のアプロー

チを示している。そして，実際に構築したシステムとその評価について述べている O

第 6 章は結論であり，全体をまとめた上で，今後の課題について述べている O

論文審査の結果の要旨

本論文は，一次変電所の事故時復旧処理を例とした再利用可能知識ベースの構築方法論に関する研究をまとめたも

のであり，主に以下に示したような成果が得られている O

(1) 現在知識工学において知識の再利用/共有に関する研究は，極めて重要な研究課題として認識されているが，現

状では，知識の再利用は困難であり，再利用可能知識ベースの構築方法論は確立されていない。本研究では，一次

変電所の事故時復旧処理を対象として再利用可能知識ベースの構築方法論を提案しているO まず，既存のエキス
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ずートシステムの知識ベースを分析することによって，再利用を阻たげている要素を抽出し，知識の記述レベルと暗

黙知識の存在という二つの大きな要因があることを明らかにしているO

(2) その分析結果に基づいて，再利用可能知識を類別し，タスク分析，概念一般化，知識解析，固有知識の抽出，そし

て，知識の再記述の 5 つのステッフ。からなる再利用可能知識ベース構築方法論を設計している O

(3) 提案した方法論に従って一次変電所の事故時復旧処理の再利用可能知識ベースを構築し，構築した再利用可能知

識ベースに基づ、いて復旧操作手順生成システムを実現している。そして，システムの実現手法及び構成などを明ら

かにしている O またこのシステムでは，対象モデルと汎用ルールが個々の変電所に依存せず，共通であるため，変

電所あるいは変電所の構成か変る場合，特定の変電所に固有な知識だけを変えれば新しい変電所に対応できること

を確認している。

(4) システムの性能を評価するため，規模，接続，運用形態などが大幅に異なっている二つの変電所の 10 ケースの事

故データを使用してテストを行ない，現実に行われている操作票と同じのものを生成できることを確認し，システ

ムの有効性と実用性を実証している O

以上のように，本論文は，変電所の事故時復旧支援の自動化，再利用可能知識ベースシステムの構築方法論，及び

知識再利用に関して多くの知見を得ており，情報工学，特に知識工学に寄与するところが大きい。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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